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生販一体化 相互の情報連絡と協議が必要 Ｎ２研究所

生産計画システムの立案方法と生産計画会議の進め方は？

●マネジメント基本コース

生販一体化

生産管理の基本
機能

生販一体化の必
要性

生販一体化の阻
害要因

見込生産の場合
の重点

ロット受注生産の
場合の重点

個別受注生産の
場合の重点

生産管理の基本
機能

機能・人・物の構
成、行動の計画

原材料・資材の購
買

外注の手配材料を加工し製品
化

計画と実際との差
異調整

販売、生産の共通
の重点管理事項

生販一体化の必
要性

販売体制の確立
による競争力強化

在庫の削減

生産効率・稼働率
の向上

管理・間接業務の
削減

生販一体化の阻
害要因

販売計画の精度
が低い

販売と生産計画
が統合されない

生産計画の仕組
みが弾力性不足

販売、生産部門の
情報連絡が悪い

販売、生産部門相
互の期待のづれ

見込生産の場合
の重点

販売計画の精度
向上

生産、販売、在庫
計画の確立

受注承認手続の
確立

弾力的な生産日
程計画システム

ロット受注生産の
場合の重点

３ヶ月受注計画の
作成

生産管理部門の
機能強化

弾力的な生産日
程計画システム

個別受注生産の
場合の重点

受注予測の実施

受注時における仕
様の検討・確認

生販双方の生産
能力の共通認識

営業担当間の納
期調整

変更に対処する
管理システム確立

生販会議の開催
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